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はじめに
知床半島は北海道の北東部に位置し，オホーツ
ク海に伸びる細長い半島である．知床半島周辺海
域は，冬期には流氷に覆われる一方，夏期には宗谷
海峡を経て北海道沿岸を南下する対馬暖流の分流
（宗谷暖流）の影響を受けるため（佐藤ら2006），海
水温の季節変動が激しい（野別ら1998）．また本
半島沿岸域は，半島基部に砂浜が形成されている
のに対し，中部から先端域にかけては岩礁となっ
ている．さらに半島先端部の海底は急峻な地形と
なっており，ごく沿岸に深海域が迫るという特徴
的な水圏環境となっている（野別ら1998）．
知床半島が位置する北海道オホーツク海沿岸の
十脚甲殻類相は，断片的に記録されてきた（例え
ばKomai & Amaoka 1989; 駒井ら1992）．しかし，
この水域の十脚甲殻類相に関する総括的な報告は
なく，新知見の報告が期待されてきた．
知床半島の東部に位置する羅臼町では深層水を
地元産業に活用するために，羅臼漁港沖2,817 m，
水深356 mの岩礁帯の海底から，内径280 mmの汲
み上げポンプによって毎時約110 tもの深層水を
採取しており，陸上まで汲み上げられた深層水は
目合い420 µmのフィルターで濾水されている（塩
本・野別2009）．この汲み上げポンプの海底に位置
する吸入口にはフィルターが設置されていないた

め，深層水に混じって動物プランクトンや遊泳力
の乏しい甲殻類，魚類などの多くの生物は深層水
とともにくみ上げられ，陸上のフィルターに混入
する．そのため，従来の調査具や漁具による方法で
は採集困難であった深海の岩礁域の生物，特に若
齢個体や小型種が採集される可能性があり，魚類
においては，クサウオ科の小型種であるタマコン
ニャクウオが新種として記載されている（Machi 

et al. 2012）．
本研究は，知床羅臼深層水ポンプで採集された
十脚類を分類学的に精査し，これらを分類・記載
し，羅臼沖深海域の十脚甲殻類相の特徴を明らか
にすることを目的として行った．

材料と方法
本研究では，2009年3月から2010年5月までの
期間に，羅臼漁港に設置されている3基の知床羅
臼深層水ポンプで採集された十脚甲殻類標本を材
料に用いた（Fig. 1）．これらの標本はすべて，深
層水ポンプで採集された生物サンプルを一括し
て10%中性ホルマリン水溶液で固定した後に，十
脚類のみをソーティングすることによって収集し
た．本研究によって用いた十脚類標本は，70%エ
タノール水溶液に置換した後，北海道大学総合博
物館（HUMZ-C）に所蔵されている．
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体各部の名称は馬場ら（1986）および林（2007）
に従い，計測方法は林（1992b）に従った．頭胸甲
長をCL，若齢個体を juv.，抱卵雌をovig. ♀と略し
て記した．
なお，本研究では一部の種において，比較のた
め北海道周辺の他海域産の標本を用いた．それぞ
れ用いた標本を以下に示す．

HUMZ-C 129, Mesocrangon intermedia (Stimpson, 

1860): 33個体，ドレッジ，稚内沖，1987年3月23

日．
HUMZ-C 1340, Sclerocrangon igarashii Komai & 

Amaoka, 1991: 5♂，12♀，エビ籠，釧路沖，水深
200–300 m，1986年8月20日．

HUMZ-C 1408, Sclerocrangon derjugini Kobjakoba, 

1937: 2個体，網走沖，北見大和堆，44°51.5'  N, 144°

20.8' E–44°53.4'  N, 144°20.8'  E, 水深156 m，1991年
9月4日 .

結果
本研究の結果，1未同定種を含む4科9属16種を
確認した．以下に本研究で採集された十脚甲殻類
を示す．
Family Crangonidaeエビジャコ科

Genus Mesocrangon Zarenkov, 1965ナカエビジャ
コ属

Mesocrangon intermedia (Stimpson, 1860)ナカエビ
ジャコ

Genus Neocrangon Zarenkov, 1965フタトゲエビ

ジャコ属
Neocrangon communis (Rathbun, 1899)フタトゲエビ
ジャコ

Genus Sclerocrangon Sars, 1883キジンエビ属
Sclerocrangon sp. キジンエビ属の未同定種

Family Hippolytidaeモエビ科
Genus Eualus Thallwitz, 1891イソモエビ属

Eualus fabricii (Krøyer, 1841)ヤイバツノモエビ
E. kuratai Miyake & Hayashi, 1967クラタモエビ
E. macilentus (Krøyer, 1841)マルツノモエビ
E. middendorffi Brashnikov, 1907キタツノモエビ
E. spathulirostris (Yokoya, 1933)ヨコヤツノモエビ
E. townsendi (Rathbun, 1902)コマルイソモエビ

Genus Lebbeus White, 1847イバラモエビ属
Lebbeus unalaskensis (Rathbun, 1902)アメリカイバ
ラモエビ

Genus Spirontocaris Bate, 1888トゲモエビ属
Spirontocaris brevidigitata Kobjakova, 1935トゲモエビ

Family Pandalidaeタラバエビ科
Genus Pandalopsis Bate, 1888モロトゲエビ属

Pandalopsis japonica Balss, 1914モロトゲアカエビ
Genus Pandalus Leach, 1814タラバエビ属

Pandalus eous Makarov, 1935ホッコクアカエビ
Pandalus goniurus Stimpson, 1860ベニスジエビ
Pandalus hypsinotus Brandt, 1851トヤマエビ

Family Pasiphaeoidaeオキエビ科
Genus Leptochela Stimpson, 1860ソコシラエビ属

Leptochela sydniensis Dakin & Colefax, 1940マルソコ
シラエビ

種の記録
Family Crangonidaeエビジャコ科
Mesocrangon intermedia (Stimpson, 1860)ナカエビ
ジャコ（Fig. 2A）
調査標本：HUMZ-C 2328，1♂，4.4 mm CL，

2009年10月7日 .

記載：額角はアーチ状を呈し，眼の先端に達し，
額角の先端は鋭く尖らない．頭胸甲の正中隆起上

Fig. 1. Map showing sampling location (marked by a star 
symbol), off Rausu, Shiretoko Peninsula, Hokkaido.
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に2歯があり，額角基部に小歯，頭胸甲の中央に
大きな歯がある．胃域正中隆起の側面に1対の小
棘がある．触角上棘，鰓前棘，前側角棘は発達し，
肝上棘は明瞭．触角上棘の上部に隆起線が走る．
第1–第5腹節に正中隆起がある．第6腹節は末端
に向かって広がらず，第6腹節背面および尾節背
面には2本の明瞭な隆起が正中線の両側にある．
触角棘は幅が広い．触角鱗は短く，幅が広く，
触角鱗長は頭胸甲長の1/2．触角鱗の外側末端棘
は葉状部の先端をわずかに越えない．第3顎脚は
末端節の1/2以上で触角鱗の先端を越える．第1胸
脚長節内側縁中央に小棘がある．第1胸脚掌節長
は幅の3倍．第2，第3胸脚は細く，第2胸脚はは
さみ状を呈する．第4，第5胸脚は細長く，その指
節は長い．第2腹肢内肢は縁部に沿って羽毛状の
剛毛で覆われる．
分布：ベーリング海セントローレンス島からオ
ホーツク海および相模湾の水深18–400 mに分布
（Balss 1914; Vinogradov 1950; De Grave & Fransen 

2011）．

Neocrangon communis (Rathbun, 1899)フタトゲエビ
ジャコ
調査標本：HUMZ-C 2309，1♀，13.9 mm CL，

2009年6月7日；HUMZ-C 2310，3♂，9.1–11.1 

mm CL，1♀，11.1 mm CL，2009年7月3日；
HUMZ-C 2311，1 ovig. ♀，13.3 mm CL，2009年
9月28日；HUMZ-C 2312，2♂，9.0，9.3 mm CL，
3 ovig. ♀，11.2–11.9 mm CL，2009年12月11日．
記載：体は細く扁平．頭胸甲前半と腹部の横走
溝に短毛がある．額角は眼の先端に達し，額角長
は頭胸甲長の約0.2倍．額角先端は鋭く尖らず，腹
面に数本の長毛がある．頭胸甲の前部1/2までの
正中隆起に2歯がある．前鰓棘は顕著で先が鋭く，
その直後に隆起線が続く．触角上棘は短く鋭い．
肝上棘は鋭く突起する．第3–第5腹節には正中隆
起がある．第6腹節の背面には2本の明瞭な隆起が
正中線の両側にある．第6腹節の腹面の中央には
溝がある．尾節の背面には浅い縦溝がある．尾節
背側棘は2対ある．
分布：チュクチ海，ベーリング海，オホーツク

海，北米サンディエゴ沖，日本海などの北太平洋
の水深16–1,537 mに分布（Butler 1980）．日本周辺
海域では北海道周辺，本州東北地方，日本海に分
布する（Komai & Komatsu 2009）．
備考：Komai（1991）およびKomai & Komatsu

（2009）では，本種のアメリカ側と日本周辺の個体
群が別種である可能性が指摘されている．

Sclerocrangon sp. キジンエビ属の未同定種（Fig. 2B）
調査標本：HUMZ-C 2329，2♂，22.6，26.4 mm 

CL，2009年10月18日．
備考：キジンエビ属は全世界で8種が知られて
おり，北太平洋西岸では6種が知られている（De 

Grave & Fransen 2011）．その6種のうち，キタザ
コエビ S. boreas (Phipps, 1774)は北太平洋と北大西
洋の水深0–400 mに分布する（Squires 1990）．オ
ホーツクキジンエビ S. derjugini Kobjakoba, 1937 

はオホーツク海の水深 182–664 mに分布する
（Komai & Amaoka 1989）．コウダカキジンエビ S. 

igarashii Komai & Amaoka, 1991 は北海道釧路沖の
水深200–300 mと千島列島ウルップ島沖の水深
450 mから記録がある（Komai 1991）．キジンエビ
S. salebrosa (Owen, 1839)はベーリング海，オホー
ツク海，日本海の水深10–250 mに分布する（Urita 

1942; Holthuis 1980）．トゲキジンエビ S. unidentata 

Komai & Takeda, 1989 は岩手県から駿河湾までの
太平洋岸の水深600–750 mに分布する（Komai & 

Takeda 1989）．S. zenkevitch Bristen & Vinogradov, 

1953 は太平洋北西部とベーリング海の水深
2,995–4,070 mに分布する（Kim et al. 2000）．本標
本は，Komai & Amaoka（1991）の検索表に従うと，
頭胸甲の正中隆起に3歯がある，額角が扁平であ
る，第2腹節と第3腹節の側板後縁にそれぞれ2歯
を持つなどの特徴を示し，オホーツクキジンエビ
と同定される．しかし，本標本は他のキジンエビ
属が持たない肝上棘を持つことで，オホーツクキ
ジンエビと識別される．しかし，採集個体が2個体
と少なく，十分な情報を得られなかったため，キ
ジンエビ属の未同定種とした．
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Family Hippolytidaeモエビ科
Eualus fabricii (Krøyer, 1841)ヤイバツノモエビ
調査標本：HUMZ-C 2304，1♂，5.8 mm CL，

2009年10月7日．
記載：中型種．額角は中位の長さで，額角長は
頭胸甲長のほぼ1.3倍．額角の形は刀状で，わずか
に上方に向き，先端は尖り，中心には隆起が走る．
額角の上縁の基部には歯があり，眼より前方には
歯はない．額角の下縁には数本の歯がある．触角
上棘と鰓前棘は発達する．
第3腹節の正中部後端は伸びて，第4腹節上に突
出する．第1–第3腹節の側板は丸い．第4腹節の
後縁は鋭く尖るが，第5腹節の後縁にある棘は弱
い．尾節末端には3対の棘がある．
眼は比較的大きく，角膜部はよく発達する．第

1触角の柄部は短く，第1節の先端に棘はないが，
第2，第3節の先端縁には1本の棘がある．触角棘
は幅広く，柄部第1節の先端縁を超える．触角鱗
の外側末端棘は葉状部の先端よりも短い．第3顎
脚は第1胸脚よりも長く，外肢と副肢がある．第
1胸脚には副肢がある．第2胸脚には副肢はない．
第3–第5胸脚の指節の後縁には5–6本の小棘があ
り，先端は尖る．
分布：チュクチ海から日本海までの北太平洋お
よび北米ハドソン湾，フォックス海盆と西グリー
ンランドからケープコッドまでの北西大西洋の
水深4–275 mに広く分布することが知られている
（Squires 1990）．本研究で水深356 mの地点から採
集されたことで垂直分布が拡大した．日本では北
海道周辺に分布する（駒井ら 1992）．

Eualus kuratai Miyake & Hayashi, 1967クラタモエビ
調査標本：HUMZ-C 2224，2♂，5.8，6.4 mm CL，

1 ovig. ♀，9.1 mm CL，2009年8月21日；HUMZ-C 

2228，3♂，5.5–6.7 mm CL，4♀，5.2–7.6 mm CL，
2009年9月12日．
記載：体は中型で，頑丈．額角は細く，上縁の
後縁部に4本の歯があり，最後方の歯は頭胸甲上
にある．額角の下縁には5–6本の歯がある．触角
上棘と前側角棘がある．
腹部の各節には正中部から後方に伸びる棘はな

い．第1–第4腹節の側板は丸い．第5腹節側板は
後縁が鋭く尖る．尾節は第6腹節と同じ長さで，背
面には4対の小棘がある．尾節の末端縁は一様に
張り出し，3対の棘がある．
眼は大きく，単眼がある．第1触角柄部第2節お
よび第3節の先端縁には1本の棘があるが，第1節
には棘はない．触角棘は幅広く，柄部第1節の先
端に達する．触角鱗の葉状部は外則末端棘よりも
明らかに長い．
第3顎脚の先端は第1触角の先端を著しく越え
る．第3顎脚の基部には外肢があるが，副肢はな
い．すべての胸脚に副肢はない．後方3対の胸脚
の長節には3本の棘があり，指節には5–6本の小
棘があり，先端は鋭く尖る．
分布：本種は従来，北海道日本海側，北海道太平
洋側，東北地方太平洋側，能登半島の水深100–463 

mに分布することが知られていた（林1993; Komai 

& Komatsu 2009; 坂井ら2010）．本研究により北海
道オホーツク海側でも確認され，地理的分布が拡
大した．

Eualus macilentus (Krøyer, 1841)マルツノモエビ
調査標本：HUMZ-C 2248，1♀，6.2 mm CL，

2009年9月28日；HUMZ-C 2249，1♂，8.6 mm 

CL，2009年10月4日．
記載：額角は短く，額角長は頭胸甲の約1/2で，
その先端は第1触角柄部の先端に達しない．額角
の側面には発達した隆起がある．額角上縁はなだ
らかに盛り上がり，全縁にわたり8–17本の小歯が
ある．これらの小歯のうち，後方の1，2本はやや
大きく頭胸甲上にある．額角の下縁には先端付近
に1–4本の歯がある．頭胸甲上には触角上棘と前
側角棘がある．第1–3腹節の側板は丸い．第4お
よび第5腹節の後縁は鋭く尖る．第6腹節長は，頭
胸甲長の約2/3．尾節背面には3対の棘がある．
眼は大きく，角膜部がよく発達する．第1触角
柄部の第2および第3節の先端縁には1本の棘が
あるが，第1節には棘はない．触角棘は柄部第1節
の先端に達する．触角鱗の外側末端棘は葉状部の
先端よりもわずかに短い．第3顎脚には外肢と副
肢があり，第1–第3胸脚には副肢がある．後方3
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対の歩脚は細長く，それらの先端は触角鱗の先端
を越える．これらの胸脚の長節には2–7本の棘が
あり，指節は比較的長く後縁は普通平滑で，小棘
はないが，基部近くに1，2棘あることもある．
分布：北米ハドソン湾，フォックス海峡，グ
リーンランドからノバスコシア州までの北西大西
洋，チュクチ海から日本海のピョートル大帝湾，
アラスカのブリストル湾までの北太平洋の水深
55–540 mに分布（Sokolov 2001）．日本では北海道
島牧沖で報告がある（Igarashi 1969）．

Eualus middendorffi Brashnikov, 1907キタツノモエビ
調査標本：HUMZ-C 2252, 1 ♂ , 11.2 mm CL, 

2009年5月27日 ; HUMZ-C 1 2254 ♀ , 10.1 mm 

CL, 2009年8月3日 ; HUMZ-C 2267, 1 ovig. ♀ , 9.0 

mm CL, 2009年11月14日 .

記載：中型種．額角はまっすぐで，額角長は頭
胸甲長よりも長い．額角上縁の前半部分に歯はな
く，後半部に2–4本の歯があり，後方の1–2歯は
頭胸甲上に位置する．額角の下縁は全縁にわたっ
て4–8本の歯がある．よく発達した触角上棘と小
さい鰓前棘がある．
第3–第5腹節の正中部後端は棘状に突出する．
第3腹節には後端棘の直上にも1本の棘がある．第
1–第4腹節の側板は丸い．第5腹節後縁は鋭く尖
る．尾節長は第6腹節長にほぼ等しい．尾節の背
面には4対の小棘があり，末端は一様に張り出し，
3対の棘がある．
眼は円筒形で，角膜部はよく発達する．第1触
角の柄部は短く触角鱗の中央に届かない．第1触
角の第1節には棘はないが，第2，第3節の先端縁
には1本の棘がある．触角鱗は長く，その先端は
額角の先端に達する．触角鱗の外側末端棘は葉状
部の先端よりも短い．第3顎脚は短く，その先端
は触角鱗の中央に達するにすぎない．第3顎脚に
長い外肢がある．胸脚には副肢はない．第3–第5

歩脚の長節には2–4本，指節の後縁には6–7本の
小棘がある．
分布：オホーツク海，日本海を含めた東アジア
の海域の水深30–300 mに分布（林1993）．本研究
で水深356 mの地点から採集されたことで垂直分

布が拡大した．日本では，北海道から鳥取県まで
の日本海沿岸，北海道から東北地方までの太平洋
沿岸に分布する（ Komai & Komatsu 2009）．本研究
により新たに北海道のオホーツク海側で記録され
た．
備考：本研究で得られた標本では，すべての個
体で第3顎脚基部に退化的な副肢が見られた．

Eualus spathulirostris (Yokoya, 1933)ヨコヤツノモエビ
調査標本：HUMZ-C 2273，1♀，5.0 mm CL，

2009年9月5日；HUMZ-C 2275，1♂，3.8 mm CL，
2♀，4.3，5.2 mm CL；2009年9月12日；HUMZ-C 

2277，1♂，5.0 mm CL，2009年10月13日．
記載：中型種．頭胸甲の正中部は前方で高くて
薄い隆起となり，そのまま額角基部に続く．額角
の上縁後半部に9–12本の歯があるが，前半部分に
は歯がない．額角の下縁は先端部がやや広がり，
1，2本の歯がある．触角上棘と前側角棘は小さい
が，常にある．第1–第3腹節の側板は丸く，第4，
第5腹節の後縁は鋭く尖る．尾節の背面に3対の小
棘があり，後縁にも大小3対の棘がある．
眼は著しく大きく球形で，角膜部が発達する．
第1触角の柄部第1節の先端には棘がないが，第
2，第3節の先端縁には1本の棘がある．触角棘は
柄部第1節の先端に達する．触角鱗の外側末端棘
は葉状部の先端まで伸びる．第3顎脚には外肢と
副肢がある．第1–第3胸脚に副肢がある．後方3対
の胸脚は細長く，長節には6–8本の棘があり，指
節は長く，前節の約1/2で，後縁には棘はない．
分布：過去の研究では，津軽海峡，本州北部太
平洋岸，対馬沖，黄海の水深110–285 mで報告さ
れている（林1993; Komai & Komatsu 2009）．本研
究により北海道オホーツク海側の水深356 mから
記録され，地理的，垂直分布が拡大した．

Eualus townsendi (Rathbun, 1902)コマルイソモエビ
調査標本：HUMZ-C 2285，2♂，4.3，6.0 mm 

CL，2009年5月10日；HUMZ-C 2287，2♀，4.6，
10.8 mm CL，2009年5月27日；HUMZ-C 2298，2

♂，4.2，4.4 mm CL，1♀，5.2 mm CL，2009年9

月12日；HUMZ-C 2302，1♂，5.2 mm CL，2♀，
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5.8，6.5 mm CL，2010年4月30日．
記載：体は中型で，頑丈．額角はやや上向きで，
鋭く尖り，その先端は触角鱗の先端をわずかに越
える．額角長は頭胸甲長の1.3–1.4倍，額角の側面
にはよく発達した隆起があり，上縁には全縁にわ
たって6本の歯があり，後方の2本が頭胸甲上にあ
る．額角の下縁には7本の歯があり，先端は尖る．
触角上棘はやや小さく，前側角棘は小さい．第1–

第4腹節の側板は丸い．第5腹節の側板は後縁が鋭
く尖る．尾節長は第6腹節長の約1.2倍，背面には
5，6対の小棘があり，末端には3対の棘がある．
眼は円筒形で，角膜部が発達する．第1触角の柄
部第2，第3節の先端に1本の棘があるが，第1節
の先端には棘がない．触角棘先端は柄部第2節の
先端に達する．触角鱗の長さはその幅の3.7倍で，
外側末端棘は葉状部の先端よりも短い．
第3顎脚の先端は触角鱗の中央を越え，基部に
は外肢と副肢がある．第1胸脚および第2胸脚に副
肢がある．第1胸脚の先端は触角鱗の中央に達し
ない．第1胸脚のはさみの長さは腕節長の1.7倍．
第2胸脚の先端は触角鱗にわずかに達せず，その
腕節は7節に分かれ，第3節がもっとも長い．後方
3対の胸脚は細長く，同様の形状を呈する．第3胸
脚は触角鱗に達せず，第4胸脚は前節の先端から
2/5の長さで触角鱗の中央を越え，第5胸脚は前節
の先端で触角鱗の中央に達する．第3胸脚の指節
長は前節長の0.25–0.3倍．第3–第5胸脚の指節の
後縁に6，7棘がある．第3胸脚の前節の後縁に細
長い小棘が2列に並ぶ．第3胸脚の長節の側面に
3，4棘，第4胸脚の長節の側面に5棘，第5胸脚の
長節の側面に3棘がある．
分布：アラスカ・プリブロフ諸島から北米
ピューゼット湾，オホーツク海，日本海，本州北部
太平洋岸の水深38–669 mに分布（Rathbun 1904; 

Yokoya 1933; Butler 1980; 林1993; Komai & Komatsu 

2009）．日本では本州日本海側と本州北部太平洋
側で記録がある（Yokoya 1933; Komai & Komatsu 

2009）．本研究により新たに北海道オホーツク海
側で記録された．

Lebbeus unalaskensis (Rathbun, 1902)アメリカイバ

ラモエビ（Fig. 2C）
調査標本：HUMZ-C 2305，1 juv.，6.7 mm CL，

2009年7月3日；HUMZ-C 2306，1 juv.，6.7 mm 

CL，2009年9月12日；HUMZ-C 2307，1♂，14.4 

mm CL，2♀，14.0，17.5mm CL，2009年9月30

日；HUMZ-C 2308，1 ovig. ♀，16.5 mm CL，2009

年11月28日．
記載：大型種．額角の上縁に3–6本の歯があり，
そのうち1–3本が頭胸甲上にあり，下縁に3–9本
の歯がある．額角の先端は鋭く尖るか，2叉する．
頭胸甲に正中隆起はない．眼上棘は小さく，前側
下縁に切れ込みはない．触角上棘は大きいが，前
側角棘は小さい．第1–第3腹節の側板は丸い．第
4–第6腹節では後縁が鋭く尖る．尾節には5–7対
の小棘がある．
第1触角の柄部各節の先端には1本の小棘があ
る．第3顎脚先端節の内側に列生する棘はない．第
1，第2胸脚に副肢がある．
分布：日本海，オホーツク海，アラスカ北部
沖の水深182–735 mに分布（Rathbun 1902, 1904; 

Hayashi 1992a; 土田ら2008）．日本では，北海道オ
ホーツク側，北海道日本海側，男鹿半島，佐渡島
で報告されている（Hayashi 1992a）．
備考：額角上縁歯の状態に，性的二型は見られ
ない．しかし，額角の長さや歯の数には個体変異が
ある（Hayashi 1992a）．第2胸脚のはさみには明ら
かな性的二型がある．はさみの指節の長さは，雌で
は掌節の長さに等しいが，雄では長くなり1.6–2.2

倍．
本研究で採集された個体の中には額角長が頭胸
甲長よりも短く，額角が触角鱗に達しない個体が
みられた．これらの特徴は頭胸甲長が7.0 mm未満
の個体でよくみられた．しかし，Hayashi（1992a）
によると，本種の額角の形状および長さに個体変
異が多いことから，この形態的差異だけでは別種
とみなすのは不十分と判断し，これらの額角が短
い個体をアメリカイバラモエビと同定した．
また，本種はオホーツク海の個体群とアリュー
シャン列島の個体群が別種である可能性が指摘さ
れており（土田ら 2008），再検討が必要である．
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Spirontocaris brevidigitata Kobjakova, 1935トゲモエビ
調査標本：HUMZ-C 2325，2♂，7.3，8.8 mm 

CL，2009年6月16日；HUMZ-C 2326，1♀，12.4 

mm CL，2009年6月16日；HUMZ-C 2327，1♂，
8.3 mm CL，2009年10月4日．
記載：大型種．額角は上下に幅広く，上縁には
大小多数の歯があり，後方の4–5本が頭胸甲上に
ある．額角の下縁は，前半部には大きな歯が並び，
後半部は少数の歯が不規則に並ぶか，歯がなく丸
く，先端は鋭く尖る．2本の眼上棘はそれぞれよく
発達する．触角上棘はやや小さく，前側角棘は小
さい．眼下後縁は触角上棘と同様に鋭く尖る．第
1–第3腹節の側板は丸い．第3腹節の正中部末端
は強く突出し，先端は鋭い三角形状を呈する．第
4–第6腹節の側板は後縁が鋭く尖る．尾節長は第
6腹節長の1.6–1.9倍．背面に4対の小棘がある．
第1触角の柄部先端は触角鱗の中央に届くか，
越える．第1触角の柄部第2，第3節の先端縁には
1本の棘がある．触角棘は長く，その先端は柄部
第2節の先端に達するか越えるが，柄部第3節には
達しない．触角鱗長は頭胸甲長の0.6–0.7倍．触角
鱗の外側末端棘は長く，葉状部を越える．第3顎
脚は触角鱗に達するか，わずかに越える．第3顎
脚には外肢と副肢がある．第1–第3胸脚には副肢
がある．第1胸脚は触角鱗の半分に達するか，越
える．第2胸脚ははさみで触角鱗を越え，腕節は
7節に分かれ，第3節がもっとも長い．第3胸脚と
第4胸脚は細く，同様の形状と長さ．第3胸脚は指
節と前節の一部で，第4胸脚は指節で，第5胸脚は
前節の先端で触角柄部末端を越える．第3，第4胸
脚の指節は末端部分が爪状となり，その長さは前
節の0.25–0.35倍．指節の後縁には第3胸脚で6–11

本，第4胸脚で6–8本の小棘がある．長節の側面
には第3胸脚で5–7棘，第4胸脚で4–5棘がある．
第5胸脚の指節は相対的に長くその長さは前節長
の0.35–0.45倍で，後縁に小棘が6–8本あり，第5

胸脚の長節の側面には2，3棘がある．
分布：日本海，韓国南西部，オホーツク海，本
州東北部の水深60–1,380 mに分布．通常は水深
150–400 mに棲息する（Komai & Komatsu 2009）．

Family Pandalidaeタラバエビ科
Pandalopsis japonica Balss, 1914モロトゲアカエビ
調査標本：HUMZ-C 2314，1 transitional ♂，

25.4 mm CL, 2009年5月14日；HUMZ-C 2315, 2 

♂ , 19.7, 21.0 mm CL, 2009年5月27日；HUMZ-C 

2316, 1 ♀ , 26.0 mm CL, 2009年 11月 8日；
HUMZ-C 2317, 1 ovig. ♀ , 26.0 mm CL, 2009年11

月21日 .

記載：体表は平滑で，頭胸甲の後縁近くの背側
に短い細毛が生える．額角長は頭胸甲長の1.8–1.9

倍．額角は基部から一様に上向くが，傾きはあま
り強くない．額角上縁のほぼ全縁に，20–22本の歯
があり，先端部にある小さい1，2歯に続く．後方
の7，8本は頭胸甲上にあり，最後方の歯は頭胸甲
のほぼ中央に位置する．額角の下縁の全縁に9–13

歯があり，最後方の歯は，その前の歯よりも大き
く，長い．頭胸甲の正中隆起は後方1/4まで達す
る．触角上棘は大きく，鰓前棘は小さい．腹部は
平滑で，隆起や突起などはない．第4腹節の側板
はやや丸く，第5腹節の側板は後方に伸び，やや
下向きの棘に終わる．第6腹節の長さはその幅の
1.8倍．尾節の長さは第6腹節長の1.5倍で，背面
にはふつう6–9対の小棘がある．
第1触角の柄部先端は触角鱗の中央に届かな
い．触角棘は短く，外側縁は長円形を呈する．触
角鱗の長さはその幅の約5–6倍で，外側末端棘は
葉状部の先端に届くか，大きく越える．第1胸脚
の先端は触角鱗の中央に達し，前節は腕節よりも
明らかに短い．第2胸脚ははさみの長さで触角鱗
を越え，その腕節は18–22分節からなる．後方3対
の胸脚は比較的頑丈．第3胸脚は指節と前節の一
部で，第4胸脚は指節で触角鱗を越える．第5胸脚
は触角鱗の先端にわずかに達しない．これらの指
節は側扁し，後縁全体に5–8棘がある．第3およ
び第4胸脚の腕節の側面に2，3棘，第5胸脚の腕
節に1棘がある．第3および第4胸脚の長節の側面
には7–9棘，後縁に6–8棘，第5胸脚の長節側面に
6，7棘，後縁に3–5棘がある．第3–第5胸脚の座
節に1棘がある．
分布：オホーツク海，サハリン沖から北海道沖
を通って隠岐諸島にかけてと韓国側の日本海，道
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東太平洋岸の水深180–530 mに分布（Komai 1994; 

林2008）．

Pandalus eous Makarov, 1935ホッコクアカエビ
調査標本：HUMZ-C 2318，1♂，11.5 mm CL，

1 juv.，10.3 mm CL，2009年11月21日；HUMZ-C 

2319，1♂，13.3 mm CL，2009年11月11日．
記載：額角の長さは頭胸甲長の1.6–2.0倍で，ほ
ぼまっすぐに伸び，触角鱗の先端を超える．額角
上縁には約20本の可動歯がほぼ全縁にあり，先端
付近に小さい不動の1歯がある．額角の上縁歯の
後方3–5本は頭胸甲の正中隆起上にあり，最後方
の歯は頭胸甲の中央より前方にある．額角の下縁
には8，9歯が全縁にあり，最後方の歯は，その前
の歯よりも小さい．第2腹節には横走する浅い溝
がある．第3腹節の正中部中央には後端が尖る隆
起があり，後縁中央も鋭い棘に終わる．第4腹節
の後縁中央も小さい棘に終わる．第4，第5腹節の
側板は後方に伸び，第4腹節は小さな棘，第5腹
節は鋭い大きな棘に終わる．第6腹節の長さはそ
の幅の約2倍．尾節の長さは第6腹節長の1.2–1.5

倍で，背面には約10対の小棘が列生する．第1触
角の柄部先端は触角鱗の中央に達する．触角棘は
短く，その先端は柄部第1節の中央にも届かない．
触角棘の先端は尖らない．触角鱗の長さはその幅
の約5倍で，外側末端棘は葉状部の先端に届かな
い．
第1胸脚の先端は触角鱗の先端に達するか，そ
れよりわずかに短い．左第2胸脚ははさみと腕節
の先端部で触角鱗を越え，腕節は60–80節に分か
れる．右第2胸脚ははさみの長さで触角鱗を超え，
腕節は27–34節に分かれる．後方3対の胸脚は細
く，第3胸脚は指節と前節の一部で，第4胸脚は指
節で，第5胸脚は指節の先端で触角鱗を越える．第
3および第4胸脚の指節は細長く扁平で，前節の半
分よりもやや短く，後縁の基部半分に6–9本の小
棘がある．第3および第4胸脚では，腕節の側面に
2，3棘，その内面には2列に小棘列が並び，長節
の側面に7–10棘，後縁に5–8棘がある．第5胸脚
の指節は相対的に短くその長さは前節長の約1/3

で，後縁の基部半分に小棘が5–7本ある．第5胸

脚の腕節の側面にふつう2棘，長節の側面に6–10

棘，後縁に5–8棘がある．
成熟した雄では，第1副肢内肢の先端部に分化
した短い内突起があり，内肢先端よりもわずかに
突出する．第2副肢内肢の雄性突起には約10本の
長い直剛毛がある．内突起は雄性突起本体よりも
明らかに長い．
分布：チュクチ海，ベーリング海，北米ピュー
ゼット湾，ワシントン州，日本海などの北太平洋の
水深16–1,380 mに分布（Butler 1980; Komai 1999）．
日本では北海道周辺から鳥取県までの本州日本海
沿岸，千葉県銚子までの本州太平洋側で記録があ
る（Komai & Komatsu 2009）．

Pandalus goniurus Stimpson, 1860ベニスジエビ（Fig. 

2D）
調査標本：HUMZ-C 2320，1♂，11.1 mm CL，

2009年9月5日；HUMZ-C 2321，1♂，10.5 mm 

CL，2009年9月14日；HUMZ-C 2322，1 juv.，10.0 

mm CL，2009年10月15日．
記載：額角長は頭胸甲長の1.4–1.7倍で，やや上
向きに曲がり，その先端は触角鱗の先端を越える．
額角の上縁のほぼ全縁に8–10の可動歯があり，先
端付近に小さい不動の1歯がある．額角の上縁歯
の後方3本，稀に4本は頭胸甲の正中隆起上にあ
り，最後方の歯は頭胸甲の中央より前方にある．
額角の下縁には全縁にわたり6，7歯があり，最後
方の歯は，その前の歯と等大か，それよりも小さ
い．第3腹節の正中部中央には強い隆起があるが，
後縁中央は丸い．第4腹節の後縁中央に棘はない．
第6腹節の長さはその幅の約2倍．尾節の背面には
5対の小棘が列生する．第1触角の柄部先端は触角
鱗の中央に達する．触角棘は短く，先端は尖らな
い．触角鱗の長さはその幅の4.3–4.8倍で，外側末
端棘は葉状部の先端に達する．
第1胸脚は触角鱗の先端よりわずかに短い．左
第2胸脚ははさみと腕節の約1/2で触角鱗を越え，
腕節は50–60節に分かれる．右第2胸脚ははさみ
の長さで触角鱗を越え，腕節は20–25節に分かれ
る．後方3対の胸脚は比較的細く，それらの長さ
はほぼ等しい．第3胸脚は指節で，第4胸脚は指節
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の先端で触角鱗を越え，第5胸脚は触角鱗を越え
ない．第3，第4胸脚の指節はやや太く，前節の半
分よりも少し短く，ねじれず，後縁の基部半分に
5–8本の小棘がある．第3，第4胸脚の腕節の側面
に2棘，その内面にはほとんど小棘はなく，長節
の側面には6，7（稀に8）棘，後縁には4–6棘があ
る．第5胸脚の指節は相対的に短くその長さは前
節長の約1/4で，後縁の後端から3/5までに6–10

本の小棘があり，腕節の側面にふつう2棘，長節
の側面に6，7棘，後縁に1，2棘がある．
成熟した雄では，第1副肢内肢の先端部に分化
した短い内突起があり，内肢先端よりもわずかに
突出する．第2副肢内肢の雄性突起には約10本の
長い直剛毛がある．内突起は雄性突起本体よりも
明らかに長い．
分布：チュクチ海，ベーリング海からオホーツ
ク海，日本海のウラジオストック周辺，北米ピュー
ゼット湾までの水深2–450 mに分布（Komai 1999; 

峯水2000）．サハリン・アニワ湾での報告がある
（Igarashi 1969）ほか，日本では羅臼沖で生体写真の
みの報告がある（峯水2000）．
備考：分布の項で述べたように，日本国内での
記録はこれまで写真のみであった．本報告は標本
を伴った記録としては日本初である．

Pandalus hypsinotus Brandt, 1951トヤマエビ
調査標本：HUMZ-C 2323，2♂，12.9，25.0 mm 

CL，2009年4月21日；HUMZ-C 2324，1♂，24.9 

mm CL，2009年6月21日．
記載：大型種．額角の長さは頭胸甲長の1.3–1.8

倍で，強く上向き，その先端は触角鱗の先端を超え
る．頭胸甲の後方1/3から額角上縁の中央から先
端1/3にかけて約20本の可動歯があり，このうち
後方の7–10本は頭胸甲の高い正中隆起上にある．
額角の先端付近の上縁に不動の2歯があり，下縁
の全縁にわたり8–10歯があり，後方の2，3歯は
細長く，最後方の歯は著しく長い．第2腹節は正
中部がわずかにくぼむが溝にならない．第3，第4

腹節には隆起はなく，後縁にも棘はない．第6腹
節の長さはその幅の約2倍．尾節の背面には約5，
6対の小棘が列生する．第1触角の柄部先端は触角

鱗の中央に達する．触角鱗の長さはその幅の約5

倍．触角鱗の外側末端棘は成体では葉状部の先端
に届かないが，若齢個体では葉状部よりも長い．
第1胸脚の先端は触角鱗の先端に達しない．左
第2胸脚ははさみと腕節の大部分で，右第2胸脚は
はさみの長さと腕節の先端節で触角鱗を越える．
第2胸脚の腕節は左側で50–80節，右側で19–24

節に分節する．後方3対の胸脚は丈夫．第3胸脚は
指節と前節の半分以上で，第4胸脚は指節全体か
一部で触角鱗を越える．第5胸脚は触角鱗の中央
に達する．第3胸脚の指節先端は細長く，その長
さは前節長の1/3よりも長く，後縁の基部2/3–3/4

に16–27本の小棘がある．第3胸脚は雄では前節
の先端の約1/2が把握機構のように変形し，腕節
の側面に2，3棘，その後縁先端付近に1棘．長節
の側面に7–11棘，後縁に7–10棘がある．第4胸
脚は第3胸脚の形状に類似し，指節長は前節長の
約1/3で雄の方が相対的に長く，後縁基部の3/4近
くに13–23本の小棘がある．第4胸脚の腕節の棘
数は第3胸脚と同じで，長節ではわずかに少ない．
第5胸脚の指節は相対的に短く，その長さは前節
長の1/3より短く，後縁に小棘が8–11本あり，腕
節の側面に2，3棘，後縁先端付近に1棘．長節の
側面に4–6棘，後縁に4，5棘がある．
成熟した雄では，第1腹肢内肢の先端部に分化
した短い内突起があり，内肢先端よりも短い．第
2腹肢内肢の雄性突起は著しく伸長し，基部には
長い剛毛，中部から先端部にかけて，短い剛毛が
列生する．
分布：ベーリング海，カナダのブリティッシュ
コロンビアから日本海までの北太平洋に分布．水
深5–501 mに分布（Butler 1980; Komai 1999）．日本
では北海道周辺，若狭湾を南限とする日本海，宮城
県を南限とする北東本州でみられる（Komai 1999; 

林2008）．

Family Pasiphaeoidaeオキエビ科
Leptochela sydniensis Dakin & Colefax, 1940マルソコ
シラエビ
調査標本：HUMZ-C 2313，1♂，3.7 mm CL，

2009年3月18日．
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記載：額角は真直で，その先端は眼の先端に達
するか，わずかに越えるにすぎない．成熟雌では，
頭胸甲の正中部とその両側にも隆起線がある．眼
窩縁は平滑である．眼窩下縁にも前側角にも棘は
ない．腹部は大きく，第4腹節の後半に正中隆起
があることがある．第5腹節に明瞭な正中隆起が
あるが，隆起上には凹凸はなく，後端も突出しな
い．第6腹節の基部中央に隆起部があり，後側板に
小棘がある．尾節には基部の背面中央と中ほどの
背側面に1対の棘があり，末端縁に5対棘がある．
触角鱗の長さは頭胸甲長の約1/2．第1，第2歩
脚のはさみの咬合面には，多数の細かい棘が鋸歯
状に並ぶ．第4胸脚の指節は前節より長い．第5胸
脚の指節は前節とほぼ同長．
雄性突起はふつう内突起よりもわずかに短い．
内肢の先端部には約5本の小棘がある．
分布：インド–西太平洋，アラビア海から日本
までと南東及び南オーストラリアの潮間帯から水
深300 mまで広く分布．本研究で水深356 mの地
点から採集されたことで垂直分布が拡大した．日
本では北海道から九州まで複数の地点で報告があ
る（Hanamura 1986; 林2007）．
備考：オホーツク海で採集される個体は日本海
から海流に乗って運ばれてきたと推測されている
（Hanamura 1986; 林2007）．本研究で採集された
個体も日本海から海流で運ばれてきたと推測され
る．

考察
本研究で記録された十脚甲殻類はエビジャコ科

3種，モエビ科8種，タラバエビ科4種，オキエビ

科1種，計16種である．未同定種を除いたこれらの
種の基本的な分布型は，Komai（1991）に従い，（1）
北太平洋北部型，（2）北太平洋北西部型，（3）イン
ド西太平洋型，の3型に分けられる（Table）．
北太平洋北部型の基本的な分布範囲は，ベーリ
ング海から日本海またはカリフォルニア沿岸まで
の寒冷海域である．未同定種を除いた15種のうち
以下の9種（60%）が北太平洋北部型に属する．す
なわち，エビジャコ科のナカエビジャコ，フタト
ゲエビジャコ，モエビ科のヤイバツノモエビ，マ
ルツノモエビ，コマルイソモエビ，アメリカイバ
ラモエビ，タラバエビ科のホッコクアカエビ，ベ
ニスジエビ，トヤマエビである．北太平洋北部型
に属す種間でも分布は少しずつ異なっている．ベ
ニスジエビはベーリング海を越えてチュクチ海に
まで分布しており，ヤイバツノモエビとマルツノ
モエビはチュクチ海と大西洋にも分布している．
北太平洋北西部型の基本的な分布範囲はオホー
ツク海を含めた日本周辺の海域である．以下の5

種（33%）が北西太平洋型に属する．すなわち，モ
エビ科のクラタモエビ， キタツノモエビ，ヨコヤ
ツノモエビ，トゲモエビ，タラバエビ科のモロト
ゲアカエビである．このうちクラタモエビとヨコ
ヤツノモエビの2種は，これまで主に日本海に分
布することが知られていたが，オホーツク海では
初めて記録された種である．また，本研究では
北海道オホーツク海側に分布する（Komai 1994），
Pandalopsis coccinata Urita, 1941 ヒゴロモエビは記
録されなかった．
インド西太平洋分布型に属する種はインド西太
平洋の熱帯域に広く分布する．本研究ではオキエ

1. North Pacific species (9 species)
Mesocrangon intemedia, Neocrangon communis, Eualus fabricii, E. macilentus, E. townsendi, Lebbeus unalaskensis, 
Pandalus eous, P. goniurus, P. hypsinotus

2. Northwestern North Pacific species (5 species)
Eualus kuratai, E. middendorffi, E. spathulirostris, Spirontocaris brevidigitata, Pandalopsis japonica

3. Indo-West Pacific species (1 species)
Leptochela sydniensis

4. Information limited (1 species)
Sclerocrangon sp.

Table. List of species found off Rausu, categorized according to general distribution pattern.
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ビ科のマルソコシラエビ1種（7%）が記録された．
この分布型に属する種は調査期間を通じて1個体
しか見られなかった．マルソコシラエビは日本海
からオホーツク海に流されてきた可能性が指摘さ
れており（Hanamura 1986; 林 2007），この分布型
に属する種の出現は暖流の影響である可能性があ
る．
北太平洋北部型に属する種が最も多く出現した
ことから，羅臼沖の十脚甲殻類相は冷水塊である
オホーツク海中冷水に強く影響されていることが
示唆される．また，主に日本海に分布する種と熱
帯性の種の出現は，日本海から水深60–70 mの宗
谷海峡を通じてオホーツク海に流れ込む宗谷暖流
の間接的な影響であると考えられる．
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